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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第34期
第２四半期
累計期間

第35期
第２四半期
累計期間

第34期
第２四半期
会計期間

第35期
第２四半期
会計期間

第34期

会計期間

自  平成21年
    ５月１日
至  平成21年
    10月31日

自  平成22年
    ５月１日
至  平成22年
    10月31日

自  平成21年
    ８月１日
至  平成21年
    10月31日

自  平成22年
    ８月１日
至  平成22年
    10月31日

自  平成21年
    ５月１日
至  平成22年
    ４月30日

売上高 (千円) 13,474,77011,990,3746,664,8305,984,13125,061,494

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) 163,313△63,395 46,093 6,713 △556,427

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失(△)

(千円) 47,867△296,480△51,341 △33,130△4,252,744

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 1,532,3601,532,3601,532,360

発行済株式総数 (株) ― ― 13,790,88013,790,88013,790,880

純資産額 (千円) ― ― 5,471,754880,0641,171,281

総資産額 (千円) ― ― 25,376,09718,604,56219,254,271

１株当たり純資産額 (円) ― ― 399.75 64.29 85.57

１株当たり四半期純利
益金額又は四半期(当
期)純損失金額(△)

(円) 3.50 △21.66 △3.75 △2.42 △310.69

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 21.6 4.7 6.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,305,698239,505 ― ― 863,609

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,048,017309,115 ― ― 1,615,203

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,373,920△466,932 ― ― △2,565,297

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,289,1601,304,5701,222,881

従業員数 (名) ― ― 1,623 1,483 1,539

(注) 1  売上高には、消費税等は含まれておりません。

2　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、第34期、第34期第２四半期会計期間及び

第35期第２四半期累計（会計）期間につきましては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。第34期第２四半期累計期間につきましては、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

3　持分法を適用した場合の投資利益については、第34期、第34期第２四半期累計（会計）期間及び第35期第２四半

期累計（会計)期間は関連会社の損益等からみて重要性が乏しいため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社にて営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年10月31日現在

従業員数(名) 1,483（375）

(注) １　従業員数は、就業人員数であります。  

２　（　）内は、外数で、準社員数、嘱託社員及びパート社員数を示しております。パート社員数につきましては１日

の労働時間を８時間に換算した員数を示しております。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産状況

当社は小売業であり、生産活動を行っておりませんので該当事項はありません。

　

　
(2) 受注状況

当社は小売業であり、該当事項はありません。

　

　
(3) 販売状況

①商品販売実績

品目別・事業部門別

当第２四半期会計期間
(自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日)

金額（千円） 前年同期比（％）

品目別

フレーム 1,665,541 80.3

レンズ 2,030,035 96.0

サングラス 140,517 111.4

コンタクトレンズ 1,475,937 90.7

コンタクトレンズ備品 38,681 80.5

その他 402,201 100.5

眼鏡等小売事業計 5,752,915 90.0

ゴルフ事業 84,351 88.9

通販事業 146,863 82.3

合計 5,984,131 89.8

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２  眼鏡等小売事業のその他には、眼鏡備品、補聴器、補聴器付属品、健康食品等が含まれております。

３  ゴルフ事業には、ゴルフプレー代、レストラン飲食代、年会費、手数料収入等が含まれております。
４  通販事業は、インターネット上の販売サイトにおいてのコンタクトレンズ等の売上であります。
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②地域別販売実績

地域別

当第２四半期会計期間

（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

売上高　　（千
円）

構成比
（％）

前年同期比
（％）

出店
（店）

退店
（店）

四半期末
（店）

北海道・東北地域計 151,4642.5 87.0 0 0 16

関東地域計 3,904,94065.3 92.6 0 10 224

中部地域計 952,39715.9 89.0 0 1 81

近畿地域計 392,7296.6 76.8 0 3 35

中国地域計 20,3120.3 80.4 0 0 2

四国地域計 6,6100.1 74.2 0 0 1

九州地域計 323,6585.4 84.5 0 0 35

店舗計 5,752,11496.1 90.0 0 14 394

 その他売上高 801 0.0 72.9 - - -

眼鏡等小売事業計 5,752,91596.1 90.0 0 14 394

 ゴルフ事業 84,3511.4 88.9 - - -

通販事業 146,8632.5 82.3 - - -

合計 5,984,131100.0 89.8 0 14 394

(注) １  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

     ２  その他売上高は、本社における売上高であります。

     ３  通販事業は、インターネット上の販売サイトにおいてのコンタクトレンズ等の売上であります。
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(4) 仕入状況

 

    商品仕入実績

品目別・事業部門別

当第２四半期会計期間
(自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日)

金額（千円） 前年同期比（％）

品目別

フレーム 366,471 161.9

レンズ 559,675 84.7

サングラス 31,145 156.1

コンタクトレンズ 674,918 91.3

コンタクトレンズ備品 20,024 92.7

その他 175,646 113.0

眼鏡等小売事業計 1,827,882 100.3

ゴルフ事業 10,437 93.5

通販事業 106,058 89.6

合計 1,944,378 99.6

(注) １  上記の金額は、仕入価格によっております。

     ２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

     ３  眼鏡等小売事業のその他には、眼鏡備品、補聴器、補聴器付属品、化粧品、健康食品等が含まれております。

     ４  ゴルフ事業には、レストランの食材等が含まれております。

     ５  通販事業は、インターネット上の販売サイトにおいて取扱っているコンタクトレンズ、コンタクトレンズ備品

等であります。

 

２ 【事業等のリスク】

１．継続企業の前提に関する重要事象等　

　
当社は、前事業年度まで３期連続の営業損失、経常損失及び当期純損失を計上しており、また、当第２

四半期累計期間においては６百万円の営業利益を計上したものの、経常損失63百万円及び四半期純損

失296百万円を計上しております。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような

状況が存在しております。

　当社は、当該状況を解消すべく、新「事業計画」を推し進めております。また、当第２四半期累計期間

において、全取引金融機関から、平成23年６月末までの全借入契約の元本返済猶予について同意を得て

おります。

　しかしながら、これらの対応策を進めている途上であるため、現時点では継続企業の前提に関する重

要な不確実性が認められます。
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３ 【経営上の重要な契約等】

会社分割及び新設会社（子会社）の株式の譲渡契約

当社は、平成22年11月25日開催の取締役会において、当社の運営するザ・マスターズ天草コース（熊

本県天草市）を会社分割（新設分割）により新設会社に承継させた上で、当該新設会社の全株式を株

式会社ナンノＨＤに譲渡することについて決議し、同日付けで、株式会社ナンノＨＤとの間で株式譲渡

契約を締結致しました。また、会社分割及び株式譲渡は平成22年12月８日に実行されております。

　なお、詳細は「第５　経理の状況　１　四半期財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載しており

ます。　
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　
（1）経営成績の分析

当第２四半期会計期間における我が国の経済は、政府の経済政策等により一時的な需要増の傾向があ

るものの、依然として穏やかなデフレ傾向にあり、また、円高の進行など先行き不透明な状況で推移しま

した。

　　

　眼鏡等小売業界におきましても、依然として低価格専門店による価格低減の進行や一層激しくなった競

合企業間の価格戦争による影響で眼鏡等小売市場の縮小に拍車をかけ、一段と激しい状況で推移してお

ります。

　

　このような経済環境及び経営環境のもと、当社は平成22年１月１日より業界初となる新販売戦略である

店内全品フレーム価格だけ、レンズの追加料金０円でメガネが作れる「フレームオンリープライス」を

展開いたしました。価格に応じ22種類以上の一流ブランドレンズから自由に選べる画期的なシステムで

あり、メガネ客数はアップしたものの売上高に反映させるまでには至りませんでした。

　

　当第２四半期会計期間の営業施策としましては、当社の強みである高機能フレーム「スーパーメタルシ

リーズ」の訴求や生活シーンや用途に合わせた遠近・中近両用などを提案する「シニアレンズフェア」

を展開し、主力顧客層であるミドル・シニア層の強化を行いました。

　また、第２四半期後半より「レディースデイ」や「親子割」など女性、ファミリー層を意識した新しい

施策を導入するとともに一部地域では全国とは異なるセールを展開するなど、機動的に顧客獲得に取り

組みました。

　今後も客数アップ及び売上高に反映できるよう広告媒体を活用し「フレームオンリープライス」の認

知度の向上を図ってまいります。

 

　経費面におきましては、新規出店の抑制や人員構成の見直し等により前第２四半期会計期間と比べ減少

いたしました。

　

　以上の結果、当第２四半期会計期間の業績は、売上高5,984百万円（前年同四半期会計期間比10.2％

減）、営業利益38百万円（前年同四半期会計期間比57.3％減）、経常利益６百万円（前年同四半期会計期

間比85.4％減）、四半期純損失33百万円（前年同四半期会計期間は四半期純損失51百万円）となりまし

た。

　

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

 8/40



　

（2）財政状態の分析

（資産、負債及び純資産の状況）

　流動資産は、前事業年度末に比べて307百万円増加し5,489百万円となりました。これは、商品が106百万

円減少しましたが、現金及び預金が81百万円増加、売掛金が57百万円増加及びその他が280百万円増加し

たこと等によるものであります。

　　

　固定資産は、前事業年度末に比べて927百万円減少し13,097百万円となりました。これは、有形固定資産

が486百万円減少したこと、また、敷金及び保証金が398百万円減少したこと等によるものであります。

　

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べて649百万円減少し18,604百万円となりました。

　

　流動負債は、前事業年度末に比べて620百万円増加し9,651百万円となりました。これは、１年内返済予定

の長期借入金が241百万円減少及び１年内償還予定の社債が788百万円減少しましたが、短期借入金が

1,590百万円増加したこと等によるものであります。

　

　固定負債は、前事業年度末に比べて979百万円減少し8,073百万円となりました。これは、社債が1,037百

万円減少したこと等によるものであります。

　

　この結果、負債は、前事業年度末に比べて358百万円減少し17,724百万円となりました。

　

　純資産は、前事業年度末に比べて291百万円減少し880百万円となりました。これは、四半期純損失296百

万円の計上等によるものであります。

　

（3）キャッシュ・フローの状況

　
当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期会計期

間末に比べ178百万円増加し、当第２四半期会計期間末には1,304百万円となりました。

　

当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、163百万円（前年同四半期比52.1％減）となりました。これは、売上債

権の減少及びたな卸資産の減少等によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、118百万円（前年同四半期比66.8％減）となりました。これは、有形固

定資産の売却による収入等によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、103百万円（前年同四半期比73.5％減）となりました。これは、短期借

入金の純増減額の減少、社債の償還による支出及び長期借入金の返済による支出等によるものでありま

す。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間における重要な設備の売却は、次のとおりであります。

　

事業所名 所在地
セグメントの
名称

設備の内容
帳簿価額（千円）

建物 土地 合計

ジョルジュ横浜（寮） 神奈川県横浜市旭区 全社（共通） 土地・建物 0 48,00048,000

共立社員寮（寮） 神奈川県小田原市 全社（共通） 土地・建物 0 44,40044,400

(注) １ 帳簿価額は、減損損失計上後の金額であります。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において新たに確定した重要な設備の新設等は次のとおりであります。

　

事業所名
（所在地）

セグメントの
名称

設備の
内容

投資予定金額（千円） 資金調達
方法

着手年月
完成予定
年月

完 成 後
の 増 加
能力総額 既支払額

小倉本店
(福岡県小倉北区)

眼鏡等
小売事業

店舗移転 27,6004,000自己資金
平成22年
　　８月

平成23年
　　２月

－

(注) １ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２ 投資予定金額には、敷金及び保証金が含まれております。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 38,169,600

計 38,169,600

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年10月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年12月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,790,88013,790,880
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株であります

計 13,790,88013,790,880― ―

(注)  大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市

場とともに、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪

証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年８月１日～
平成22年10月31日

― 13,790,880 ― 1,532,360 ― 1,467,880
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年10月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

田中邦興 神奈川県小田原市 3,384 24.54

田中由子 神奈川県小田原市 3,006 21.80

田中八郎 神奈川県小田原市 1,427 10.35

メガネスーパー従業員持株会 神奈川県小田原市本町４丁目２―３９ 418 3.03

株式会社みずほ銀行
（常任代理人 産管理サービス信
託銀行株式会社）

東京都千代田区内幸町１丁目１―５
（東京都中央区晴海1丁目8-12晴海アイラン
ドトリトンスクェアオフィスタワーZ棟）

300 2.17

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 275 1.99

BARCLAYS CAPITAL SECURITIES　
LONDON　A/C CAYMAN　CLIENTS
（常任代理人　スタンダード　
チャータード銀行）

１ CHURCHILL PLACE, LONDON E14 SHP,
UNITED KINGDOM
（東京都千代田区永田町2丁目11-1山王パー
クタワー21階）

159 1.15

大阪証券金融株式会社 大阪府大阪市中央区北浜２丁目４―６ 111 0.80

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋１丁目９―１ 82 0.59

ＨＯＹＡ株式会社 東京都新宿区中落合２丁目７―５ 68 0.49

計 ― 9,235 66.91

(注)　上記のほか、当社所有の自己株式102千株（0.74％）があります。  

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
　普通株式102,800

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
　普通株式

13,665,600 136,656 同上

単元未満株式
　普通株式

22,480
― 同上

発行済株式総数 13,790,880― ―

総株主の議決権 ― 136,656 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成22年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社メガネスーパー

神奈川県小田原市本町四
丁目2番39号

102,800― 102,800 0.74

計 ― 102,800― 102,800 0.74

　（注）当第２四半期会計期間末現在の自己株式数は102,859株であります。

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月

最高(円) 115 109 87 67 289 230

最低(円) 103 82 61 56 59 139

(注)  最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

　　　該当事項はありません。

　

(2) 退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 管理本部長 秋　葉　德　和 平成22年11月15日

　

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長兼管理本部長 代表取締役社長 齋　藤　正　和 平成22年11月15日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成21年８月１日から平成21年10月31日まで)及び前第２四半期累計期間

(平成21年５月１日から平成21年10月31日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期

会計期間(平成22年８月１日から平成22年10月31日まで)及び当第２四半期累計期間(平成22年５月１日か

ら平成22年10月31日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成21年８月１日か

ら平成21年10月31日まで)及び前第２四半期累計期間(平成21年５月１日から平成21年10月31日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間(平成22年８月１日から平成22年10月31日まで)及び当第２

四半期累計期間(平成22年５月１日から平成22年10月31日まで)に係る四半期財務諸表について、監査法人

よつば綜合事務所により四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年10月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,304,570 1,222,881

売掛金 665,161 607,513

商品 2,644,791 2,751,056

貯蔵品 52,398 52,137

その他 829,999 549,032

貸倒引当金 △7,596 △334

流動資産合計 5,489,326 5,182,286

固定資産

有形固定資産

土地 ※２
 3,460,574

※２
 3,662,174

その他（純額） ※１・２
 2,704,094

※１・２
 2,989,279

有形固定資産合計 6,164,669 6,651,453

無形固定資産 189,513 201,505

投資その他の資産

敷金及び保証金 ※２
 6,151,134

※２
 6,549,202

その他 686,606 716,242

貸倒引当金 △94,895 △94,056

投資その他の資産合計 6,742,846 7,171,389

固定資産合計 13,097,028 14,024,348

繰延資産

社債発行費 18,207 47,636

繰延資産合計 18,207 47,636

資産合計 18,604,562 19,254,271

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,427,068 3,110,686

短期借入金 ※２
 3,031,165

※２
 1,440,900

1年内返済予定の長期借入金 ※２
 1,649,925

※２
 1,891,861

1年内償還予定の社債 143,000 931,200

未払法人税等 90,194 150,898

その他 ※２
 1,309,983

※２
 1,505,257

流動負債合計 9,651,336 9,030,804

固定負債

社債 1,428,000 2,465,100

長期借入金 ※２
 2,542,209

※２
 2,527,729

退職給付引当金 1,243,859 1,212,304

長期預り保証金 2,494,937 2,516,587

その他 364,155 330,464

固定負債合計 8,073,161 9,052,185

負債合計 17,724,498 18,082,989

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

15/40



(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年10月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年４月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,532,360 1,532,360

資本剰余金 1,467,880 1,467,880

利益剰余金 △2,053,466 △1,756,985

自己株式 △66,790 △66,790

株主資本合計 879,983 1,176,463

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 80 △5,182

評価・換算差額等合計 80 △5,182

純資産合計 880,064 1,171,281

負債純資産合計 18,604,562 19,254,271

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

16/40



(2)【四半期損益計算書】
　【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年５月１日
 至 平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年５月１日
 至 平成22年10月31日)

売上高 13,474,770 11,990,374

売上原価 4,659,528 4,085,694

売上総利益 8,815,242 7,904,679

販売費及び一般管理費

給料及び手当 2,563,484 2,339,144

退職給付費用 81,493 72,629

地代家賃 2,448,711 2,232,583

引当金繰入額 － 8,100

その他 3,472,594 3,245,888

販売費及び一般管理費合計 8,566,283 7,898,346

営業利益 248,958 6,333

営業外収益

受取利息 2,891 2,625

受取配当金 578 467

集中加工室管理収入 14,816 21,346

その他 22,248 16,345

営業外収益合計 40,534 40,784

営業外費用

支払利息 85,114 84,964

その他 41,065 25,548

営業外費用合計 126,180 110,513

経常利益又は経常損失（△） 163,313 △63,395

特別利益

固定資産売却益 － 24,873

会員権買取益 16,950 16,982

受取補償金 － 18,672

その他 145 2,200

特別利益合計 17,095 62,728

特別損失

固定資産売却損 18,338 －

固定資産除却損 2,128 5,713

減損損失 ※１
 28,191 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 30,845

店舗構造改革費用 ※２
 47,756

※２
 87,597

事業構造改革費用 － ※３
 23,872

投資有価証券評価損 － 9,704

ゴルフ会員権評価損 － 4,700

社債償還損 － 44,642

店舗閉鎖損失 ※４
 7,413

※４
 17,581

その他 7,631 11,031

特別損失合計 111,460 235,688

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

17/40



(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年５月１日
 至 平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年５月１日
 至 平成22年10月31日)

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 68,948 △236,355

法人税、住民税及び事業税 61,338 60,125

過年度法人税等戻入額 △51,932 －

法人税等調整額 11,675 －

法人税等合計 21,080 60,125

四半期純利益又は四半期純損失（△） 47,867 △296,480
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　【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成21年８月１日
 至 平成21年10月31日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年８月１日
 至 平成22年10月31日)

売上高 6,664,830 5,984,131

売上原価 2,338,061 2,043,047

売上総利益 4,326,769 3,941,083

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,269,885 1,160,748

退職給付費用 42,197 36,314

地代家賃 1,206,041 1,108,606

引当金繰入額 － 700

その他 1,718,840 1,596,396

販売費及び一般管理費合計 4,236,964 3,902,766

営業利益 89,804 38,316

営業外収益

受取利息 1,563 1,362

集中加工室管理収入 7,588 10,538

その他 9,986 8,560

営業外収益合計 19,138 20,461

営業外費用

支払利息 41,954 42,318

その他 20,896 9,745

営業外費用合計 62,850 52,064

経常利益 46,093 6,713

特別利益

固定資産売却益 － 7,667

賞与引当金戻入額 － 59,086

会員権買取益 10,200 8,832

受取補償金 － 17,863

その他 70 －

特別利益合計 10,270 93,450

特別損失

固定資産売却損 12,398 －

固定資産除却損 1,667 1,753

店舗構造改革費用 ※１
 24,226

※１
 80,953

事業構造改革費用 － ※２
 10,450

店舗閉鎖損失 ※３
 2,888

※３
 2,668

その他 5,626 7,587

特別損失合計 46,808 103,412

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 9,555 △3,248

法人税、住民税及び事業税 30,668 29,882

法人税等調整額 30,229 －

法人税等合計 60,897 29,882

四半期純損失（△） △51,341 △33,130
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年５月１日
 至 平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年５月１日
 至 平成22年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

68,948 △236,355

減価償却費 287,521 221,905

減損損失 28,191 －

長期前払費用償却額 36,757 33,265

退職給付引当金の増減額（△は減少） 45,539 31,555

貸倒引当金の増減額（△は減少） △145 8,100

受取利息及び受取配当金 △3,469 △3,092

支払利息 85,114 84,964

社債発行費償却 9,432 －

固定資産売却損益（△は益） 18,338 △24,873

受取補償金 － △18,672

会員権買取益 △16,950 △16,982

固定資産除却損 2,128 5,713

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 30,845

店舗構造改革費用 47,756 87,597

事業構造改革費用 － 23,872

投資有価証券評価損益（△は益） － 9,704

ゴルフ会員権評価損 － 4,700

社債償還損 － 44,642

店舗閉鎖損失 7,413 17,581

売上債権の増減額（△は増加） △800 △57,648

たな卸資産の増減額（△は増加） 637,244 106,003

仕入債務の増減額（△は減少） 631,051 316,382

その他の流動資産の増減額（△は増加） 6,426 △74,773

その他の流動負債の増減額（△は減少） △427,469 △167,012

その他 109,797 95,599

小計 1,572,827 523,022

利息及び配当金の受取額 911 798

利息の支払額 △98,081 △108,922

法人税等の支払額 △134,146 △121,613

法人税等の還付額 2,061 235

その他 △37,874 △54,014

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,305,698 239,505
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(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年５月１日
 至 平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年５月１日
 至 平成22年10月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △37,331 △31,077

有形固定資産の売却による収入 251,710 308,870

無形固定資産の取得による支出 △19,653 △16,128

敷金及び保証金の差入による支出 △98,025 △30,346

敷金及び保証金の回収による収入 968,276 109,994

長期前払費用の取得による支出 △18,683 △32,699

その他 1,723 502

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,048,017 309,115

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △332,000 2,390,265

長期借入れによる収入 1,050,000 99,800

長期借入金の返済による支出 △825,155 △1,127,256

社債の償還による支出 △1,260,600 △1,825,300

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,790 △4,329

配当金の支払額 △368 △111

その他 △6 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,373,920 △466,932

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 979,794 81,688

現金及び現金同等物の期首残高 1,309,365 1,222,881

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,289,160

※
 1,304,570
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

当社は、前事業年度まで３期連続の営業損失、経常損失及び当期純損失を計上しており、また、当第２

四半期累計期間においては6,333千円の営業利益を計上したものの、経常損失63,395千円及び四半期純

損失296,480千円を計上しております。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよ

うな状況が存在しております。

　当社は、当該状況を解消すべく、新「事業計画」を推し進めております。また、当第２四半期累計期間

において、全取引金融機関から、平成23年６月末までの全借入契約の元本返済猶予について同意を得て

おります。

　しかしながら、これらの対応策を進めている途上であるため、現時点では継続企業の前提に関する重

要な不確実性が認められます。

　なお、四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実

性の影響を四半期財務諸表に反映しておりません。

　

　

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期累計期間

(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

１  会計処理基準に関する事項

の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準
第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指
針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。
　これにより、当第２四半期累計期間の営業利益は21,506千円減少し、経常損失
は21,506千円、税引前四半期純損失は52,351千円増加しております。
　また、当会計基準等の適用により投資その他の資産「敷金及び保証金」より控
除された金額は52,351千円であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

 
該当事項はありません。

 

　

当第２四半期会計期間
(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)

該当事項はありません。
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【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期累計期間

(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

１　固定資産の減価償却費の算

定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

当第１四半期会計期間より賞与支給見込額を「引当金」として計上しております。なお、当第２四半期会計期間に

おいて冬季賞与の不支給が決定されたため、当該「引当金」を特別利益に「賞与引当金戻入額」として計上して

おります。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成22年10月31日)

前事業年度末
(平成22年４月30日)

※１　有形固定資産の減価償却費累計額

　　　　　　　　　　　　　　　9,106,082千円

 
※２　担保資産及び担保付債務　
 
　　イ　担保提供資産
　　　　その他(有形固定資産)　　　　　574,973千円
　　　　土　　 　 　地　　　　　　　1,312,363千円
　　　　敷金及び保証金　　　　　　　1,104,301千円
　　　　　計　　　　　　　　　　　　2,991,638千円
　　ロ　上記担保資産に対する債務
　　　　短期借入金　　　　　　　　　3,031,165千円
　　　　１年内返済予定の
　　　　長期借入金　　　　　　　　　1,649,925千円
　　　　長期借入金　　　　　　　　　1,742,209千円
　　　　　計　　　　　　　　　　　　6,423,299千円　　

　　また、上記担保のほか、投資有価証券29,807千円を

商品券（10,564千円、流動負債「その他」に含

め表示。）発行保全のため、横浜地方法務局小田

原支局に供託しております。

※１　有形固定資産の減価償却費累計額

　　　　　　　　　　　　　　　9,536,625千円

 
※２　担保資産及び担保付債務　
 
　　イ　担保提供資産
　　　　その他(有形固定資産)　　　　　660,643千円
　　　　土　　 　 　地　　　　　　　1,514,957千円
　　　　敷金及び保証金　　　　　　　　250,000千円
　　　　　計　　　　　　　　　　　　2,425,600千円
　　ロ　上記担保資産に対する債務
　　　　短期借入金　　　　　　　　　　480,500千円
　　　　１年内返済予定の
　　　　長期借入金　　　　　　　　　　710,738千円
　　　　長期借入金　　　　　　　　　　814,328千円
　　　　　計　　　　　　　　　　　　2,005,567千円　　

　　また、上記担保のほか、投資有価証券29,655千円を

商品券（13,411千円、流動負債「その他」に含

め表示。）発行保全のため、横浜地方法務局小田

原支局に供託しております。
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当第２四半期会計期間末
(平成22年10月31日)

前事業年度末
(平成22年４月30日)

　３　財務制限

金銭消費貸借契約及びシンジケートローン契約等に

ついて平成22年６月８日までに全取引金融機関と結

んだ同意書に下記の条項が付されております。

四半期毎の売上高および売上総利益の金額（単体

ベース）につき、計画数値の80％を下回らないこと。

　

この他に、以下①～③の財務制限条項が付された契

約が存在します。

　

①　平成18年７月20日締結のシンジケートローン契

約に下記の条項が付されております。

なお、当第１四半期会計期間において財務制限

条項の条項変更をしております。

平成22年７月第１四半期以降平成23年４月第４

四半期までの各四半期に関し、四半期毎の売上

高および売上総利益の金額（単体ベース）につ

き、計画数値の80％を下回らないこと。

　

②　平成19年６月29日締結のシンジケートローン契

約に下記の条項が付されております。

なお、当第２四半期会計期間において財務制限

条項の条項変更をしております。

各四半期毎の売上高及び売上総利益がいずれも

計画数値の80％の金額以上であること。

　

③　平成22年６月15日締結の金銭消費貸借契約の財

務制限条項に下記の条項が付されております。

第１四半期（平成22年７月末）以降第４四半期

（平成23年４月末）までの各四半期に関し、四

半期毎の売上高および売上総利益の金額（単体

ベース）につき、計画数値の80％の金額を下回

らないこと。

　３　財務制限

①　平成17年12月15日締結のコミットメントライン

契約に下記の条項が付されております。

本契約締結日以降の各決算期末日において、貸

借対照表の純資産の部の金額が、平成17年４月

期末における貸借対照表の資本の部の金額の

75％以上になるようそれぞれ維持する。

損益計算書における営業損益の額が、それぞれ

２期連続してマイナスとならないこと。

当該コミットメントライン契約は、上記条項に

抵触したため、スプレッド0.5％が加算されてお

りますが、上記条項は「重要な後発事象」に記

載のとおり、変更の同意を得ております。

②　平成18年６月30日締結のシンジケートローン契

約に下記の条項が付されております。

なお、当第２四半期会計期間において財務制限

条項の条項変更をしております。

平成22年４月本決算期以降（同決算期含む）の

報告書等に記載される単体の貸借対照表におけ

る純資産の部の金額を平成21年４月本決算期の

単体の貸借対照表における純資産の部の金額ま

たは直前本決算期の単体の貸借対照表における

純資産の部の金額のうちいずれか高い金額の

80％以上に維持すること。

平成21年４月本決算期以降（同決算期含む）の

報告書等に記載される単体の損益計算書におけ

る経常損益を２期連続して損失としないこと。

なお、当該シンジケートローン契約は、平成22年

４月期において上記条項に抵触しております

が、上記条項は「重要な後発事象」に記載のと

おり、変更の同意を得ております。

③　平成18年７月20日締結のシンジケートローン契

約に下記の条項が付されております。

なお、当第２四半期会計期間において財務制限

条項の条項変更をしております。

平成21年10月中間期以降、決算期の末日及び中

間期の末日における貸借対照表（単体ベース）

の純資産の部の金額を平成21年４月決算期末日

における貸借対照表（単体ベース）の純資産の

部の金額の80％及び直前の決算期末日における

貸借対照表（単体ベース）の純資産の部の金額

の80％いずれか高い方の金額以上に維持する。

平成21年４月決算期以降の決算期につき、決算

期の末日における損益計算書（単体ベース）上

の経常損益につき、２期連続して損失を計上し

ないこと。

なお、当該シンジケートローン契約は、平成22年

４月期において上記条項に抵触しております

が、上記条項は「重要な後発事象」に記載のと

おり、変更の同意を得ております。
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当第２四半期会計期間末
(平成22年10月31日)

前事業年度末
(平成22年４月30日)

　 ④　平成19年６月29日締結のシンジケートローン契

約に下記の条項が付されております。

本契約締結日以降の各決算期末日において、貸

借対照表の純資産の部の金額が、平成18年４月

期末における貸借対照表の資本の部の金額の

75％または直前の決算期末における貸借対照表

の純資産の部の金額の75％のいずれか高い方の

金額以上になるようそれぞれ維持する。

損益計算書における営業損益の額が、それぞれ

２期連続してマイナスとならないこと。

当該シンジケートローン契約は、上記条項に抵

触したため、適用利率が年率0.5％加算されてお

りますが、上記条項は「重要な後発事象」に記

載のとおり、変更の同意を得ております。

⑤　平成16年12月30日締結の無担保社債契約に下記

の条項が付されております。

本契約締結日以降の各決算期末日において、貸

借対照表の純資産（自己資本比率）が12.5％未

満にならないこと。

損益計算書における営業損益及び経常損益の額

が両方とも同時にマイナスとならないこと。

有利子負債償還年数が０年以上９年以下を維持

すること。

当該無担保社債契約は、上記条項に抵触したた

め、償還方法が変更され、かつ、保証料率が年率

0.5％加算されておりますが、上記条項は「重要

な後発事象」に記載のとおり、変更の同意を得

ております。

⑥　平成16年９月28日締結の金銭消費貸借契約の財

務制限条項に下記の条項が付されております。

なお、当第２四半期会計期間において財務制限

条項の条項変更をしております。

貸借対照表上の純資産の部の金額を平成21年４

月の決算期末日における貸借対照表上の純資産

の部の金額の80％または直前の決算期末日にお

ける貸借対照表上の純資産の部の金額の80％の

いずれか高い方の金額以上に維持すること。

平成21年４月の決算以降の各決算期末日（平成

21年４月の決算期日を含む）において、損益計

算書上の経常損益につき、２期連続して損失を

計上しないこと。

なお、当該金銭消費貸借契約は、平成22年４月期

において上記条項に抵触しておりますが、上記

条項は「重要な後発事象」に記載のとおり、変

更の同意を得ております。
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(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

※１　減損損失

当社は、第２四半期累計期間において事業用資産
（寮）について売却予定資産に用途変更したこと
に伴い減損損失を計上しました。

 

　
用途 場所 種類

金額

　 （千円）

　 売却
神奈川県

土地 18,850

　 予定資産 建物 9,341

　 計 28,191
売却予定資産については、個々の物件単位にグ
ルーピングを行っております。
なお、当該資産グループの回収可能価額は正味売
却価額により測定し、不動産鑑定評価額により評
価しております。
　

※２　店舗構造改革費用の内容は、店舗のリストラに伴
い、当社の取締役会において決議した閉鎖決定店舗
の損失相当額であります。
　

　　　　　　　　　　―――――
　
　
　
※４　店舗閉鎖損失の内容は、店舗閉鎖に伴う原状復帰費
用等であります。
　　

　

　　　　　　　　　　―――――
　
　
　
　
　
　
　

　　　

　
　　　　
　　
　
　　　
　
※２
　　　　　　　　　　　同左
　
　
※３　事業構造改革費用の内容は、新「事業計画」の立案
及び遂行のための、プロジェクト費用であります。
　

※４　
　　　　　　　　　同左
　　

　

第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自  平成21年８月１日
至  平成21年10月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日)

※１　店舗構造改革費用の内容は、店舗のリストラに伴
い、当社の取締役会において決議した閉鎖決定店舗
の損失相当額であります。
　

　　　　　　　　　　―――――
　
　
　
※３　店舗閉鎖損失の内容は、店舗閉鎖に伴う原状復帰費
用等であります。
 

※１　
　　　　　　　　　同左
　
　

※２　事業構造改革費用の内容は、新「事業計画」の立案
及び遂行のための、プロジェクト費用であります。
　

※３　
　　　　　　　　　同左

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年10月31日現在)

現金及び預金 2,289,160千円

現金及び現金同等物 2,289,160千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年10月31日現在)

現金及び預金 1,304,570千円

現金及び現金同等物 1,304,570千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成22年10月31日)及び当第２四半期累計期間(自  平成22年５月１日  至  平

成22年10月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 13,790,880

　

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 102,859

　

　

３  新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　　　　該当事項はありません。

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　 該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社メガネスーパー(E03433)

四半期報告書

28/40



　

(金融商品関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日）

　

会社の事業の運営において重要な金融資産のうち、前事業年度の末日に比べて著しい変動が認めら

れるものは次のとおりであります。

　

　 　 　 　 (単位：千円)

科目
四半期貸借対照表

計上額
時価 差額 時価の算定方法

短期借入金 3,031,165 3,031,165 ― (注１)

１年内返済予定の
長期借入金

1,649,925 1,649,925 ― (注１)

１年内償還予定の
社債

143,000 143,000 ― (注１)

社債 1,428,000 1,422,265 △5,735 (注２)

長期借入金 2,542,209 2,469,711 △72,498 (注３)

(注) １  短期借入金、１年内返済予定の長期借入金及び１年内償還予定の社債の時価の算定方法

これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま

す。

２  社債の時価の算定方法

当社の発行する社債の時価は、元利金の合計額を当該社債の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り

引いた現在価値により算定しております。

３　長期借入金の時価の算定方法

時価については、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値

により算定しております。

　

(有価証券関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日）

有価証券の第２四半期貸借対照表計上額その他金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日）

該当事項はありません。
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(持分法損益等)

関連会社に関する事項

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

関連会社の損益等からみて重要性が乏しいため、該当事

項はありません。

　　　　　　　　　　　　同左

　

第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自  平成21年８月１日
至  平成21年10月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日)

関連会社の損益等からみて重要性が乏しいため、該当事

項はありません。

　　　　　　　　　　　　同左

　

開示対象特別目的会社に関する事項

　
当第２四半期累計期間

(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

　

該当事項はありません。

 

　

(ストック・オプション等関係)

当第２四半期会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第２四半期会計期間（自　平成22年８月１日　至平成22年10月31日）

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日）

資産除去債務の四半期貸借対照表額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

（注）第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　

平成20年３月31日）を適用しているため、前事業年度の末日における残高に代えて、第１四半期会

計期間の期首における残高と比較しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年

３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平

成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

　　当第２四半期累計期間（自　平成22年５月１日　至　平成22年10月31日）及び当第２四半期会計

　　期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

　

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、事業部門別セグメントから構成されており、「眼鏡等小売事業」、「ゴルフ事業」及び「通販事

業」の３つを報告セグメントとしております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期損益
計算書計上額
(注２)眼鏡等

小売事業
ゴルフ事業 通販事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 11,521,302167,129301,94211,990,374― 11,990,374

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 11,521,302167,129301,94211,990,374― 11,990,374

セグメント利益又は損失(△) 76,13013,227 520 89,878△83,545 6,333

(注) １　セグメント利益又は損失の調整額△83,545千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その

主な内容は役員報酬であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第２四半期会計期間(自  平成22年８月１日  至  平成22年10月31日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期損益
計算書計上額
(注２)眼鏡等

小売事業
ゴルフ事業 通販事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,752,91584,351146,8635,984,131 ― 5,984,131

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 5,752,91584,351146,8635,984,131 ― 5,984,131

セグメント利益又は損失(△) 71,153 3,853 55 75,061△36,745 38,316

(注) １　セグメント利益又は損失の調整額△36,745千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、その

主な内容は役員報酬であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　　　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

当第２四半期会計期間末（平成22年10月31日）　

　該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成22年10月31日)

前事業年度末
(平成22年４月30日)

　 　

１株当たり純資産 64.29円
　

　 　

１株当たり純資産 85.57円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

１株当たり四半期純利益金額　　　　　　　　　3.50円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

　

１株当たり四半期純損失金額（△）　　　　△21.66円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失を計上しており、かつ潜
在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　
（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎　

項目
前第２四半期累計期間
(自  平成21年５月１日
至  平成21年10月31日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失（△）　　(千円)

47,867 △296,480

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失（△）　　　(千円)

47,867 △296,480

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 13,688,098 13,688,021
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第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自  平成21年８月１日
至  平成21年10月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日)

１株当たり四半期純損失金額（△）　　　　　△3.75円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失を計上しており、かつ潜
在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純損失金額（△）　　　　　△2.42円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失を計上しており、かつ潜
在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　
（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎　

項目
前第２四半期会計期間
(自  平成21年８月１日
至  平成21年10月31日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日)

四半期損益計算書上の四半期純損失（△）(千円) △51,341 △33,130

普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △51,341 △33,130

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 13,688,081 13,688,021
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(重要な後発事象)

当第２四半期会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）　

　

（会社分割及び新設会社（子会社）の株式の譲渡）　

当社は、平成22年12月８日に、当社の経営するザ・マスターズ天草コース（熊本県天草市）を会社分

割（新設分割）により新設会社に承継させた上で、新設会社の全株式を株式会社ナンノＨＤへ譲渡致

しました。なお、本新設分割は、簡易分割手続きにより、株主総会の承認を得ずに行いました。

　　

１．会社分割の目的及び株式の譲渡の理由　

株式会社メガネスーパーは、事業開始以来メガネ小売店舗チェーンとして現在全国に約400店舗を展

開しております。

　当社は、平成８年４月、熊本県天草郡（現天草市）に「ザ・マスターズ天草コース」をオープンしゴ

ルフ事業を開始致しました。ゴルフ事業におきましては、若手プロゴルファーの活躍により国民的注目

度が高まっておりますが、景気低迷による来場者数の減少やプレー料金の低価格競争の激化等、事業環

境は依然として厳しい状況で推移しており、当社と致しましては、同事業はゴルフ場経営を主力とする

会社に譲渡し、ザ・マスターズ天草コースをご利用頂いております会員様へのサービスの継続を図り、

当社はメガネ小売店舗チェーン事業に集中することが妥当であると認識しております。

　一方、株式会社ナンノＨＤは「チェリーゴルフグループ」の名称で西日本を中心に数多くのゴルフ場

を展開・経営しております。今回、株式会社ナンノＨＤの基盤強化と当社の既存の会員様へのサービス

の継続という考えが一致し、同事業を株式会社ナンノＨＤに譲渡致しました。

 　

２．新設分割設立会社の状況　

　 商号 株式会社ザ・マスターズコーポレーション
　 事業内容 ゴルフ場経営
　 設立年月日 平成22年12月８日
　 所在地 神奈川県小田原市本町四丁目２番39号
　 代表者 代表取締役　板谷　由昭
　 資本金 10,000千円
　 発行済株式数 200株

　

　３．分割した部門の経営成績（平成22年４月期実績）

　 　
ゴルフ事業
（ａ）

株式会社メガネスーパー
比率

（ａ／ｂ）　 　 （分割会社）
　 　 （ｂ）
　 売上高 360,738千円 25,061,494千円1.4％
　 売上総利益 310,372千円 16,454,409千円1.9％
　 営業利益又は営業損失（△） 15,210千円 △412,736千円 ―
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　４．株式の譲渡企業の概要

　 商号 株式会社ナンノＨＤ
　

主な事業内容
賃貸マンション・テナントビルの経営
ゴルフ場経営（チェリーゴルフグループ）
飲食店の経営

　 設立年月日 平成10年６月１日
　 所在地 大阪府摂津市千里丘東一丁目11番９号
　 代表者 代表取締役　南野　洋
　 資本金 1,500,000千円
　

当社との関係
当社との間に営業店に係る賃貸借契約があります。
なお、資本関係及び人的関係はありません。
また当社の関連当事者には該当致しません。

　

５．分割（譲渡）する資産・負債項目及び金額（予定）

　 資産 負債
　 項目 帳簿価格 項目 帳簿価格
　 流動資産 14,424千円流動負債 3,161千円
　 固定資産 2,490,877千円固定負債 2,482,798千円
　 合計 2,505,301千円合計 2,485,960千円

　　（注）提出日現在において確定していないため、平成22年７月31日現在で試算しており、実

　　　　　　際の額とは異なる可能性があります。　　　　　

　　　

６．会社分割及び新設会社の株式の譲渡時期及び譲渡価格

譲渡時期：平成22年12月８日

　譲渡価格：　　　10,000千円　

　

７．実施した会計処理の概要

「企業結合に係る会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準

及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）に

基づき処理しております。

　

(リース取引関係)

当第２四半期会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）　

当第２四半期会計期間末におけるリース取引残高は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。　
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年12月14日

株式会社メガネスーパー

取締役会  御中

　

監査法人よつば綜合事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    門    　    剛    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    片    岡    　    誠    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社メガネスーパーの平成21年５月１日から平成22年４月30日までの第34期事業年度の第２四半期会計期間

(平成21年８月１日から平成21年10月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年５月１日から平成21年10

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メガネスーパーの平成21年10月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　
追記情報

　継続企業の前提に関する事項に記載されているとおり、会社は、前事業年度まで２期連続の営業損失、経常損

失及び純損失を計上したこと、営業キャッシュ・フローにおいても２期連続のマイナスを計上したことによ

り、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提

に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由

については当該注記に記載されている。四半期財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような

重要な不確実性の影響は四半期財務諸表には反映されていない。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年12月13日

株式会社メガネスーパー

取締役会  御中

　

監査法人よつば綜合事務所

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    神    門    　    剛    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    和    田    篤    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社メガネスーパーの平成22年５月１日から平成23年４月30日までの第35期事業年度の第２四半期会計期間

(平成22年８月１日から平成22年10月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成22年５月１日から平成22年10

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メガネスーパーの平成22年10月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。
　

追記情報　

１．継続企業の前提に関する事項に記載されているとおり、会社は、前事業年度まで３期連続の営業損失、経

常損失及び当期純損失を計上し、当第２四半期累計期間において、営業利益を計上したものの、経常損失及

び四半期純損失を計上したことにより、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在して

おり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及

び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。四半期財務諸表は継続企業を

前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半期財務諸表に反映されていない。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、ザ・マスターズ天草コースを会社分割により新設会社

に承継させた上で、新設会社の全株式を譲渡している。
　

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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